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３
期
目
の
活
動
ス
タ
ー
ト
！

３
期
目
の
活
動
ス
タ
ー
ト
！

⑴

　

道
議
会
議
員
と
し
て
３
期
目
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
５
月
15
日
に
は
私
が
所

属
す
る
民
主
・
道
民
連
合
の
役
員
選
挙
が
行
わ

れ
幹
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任

委
員
会
は
引
き
続
き
農
政
委
員
会
に
所
属
す
る

こ
と
と
な
り
、
特
別
委
員
会
は
少
子
・
高
齢
社

会
対
策
委
員
会
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
派
幹
事
長
と
し
て
議
員
か
ら
の
意
見
聴
取
、

役
員
会
で
の
議
論
、
議
員
総
会
へ
の
提
案
、
マ

ス
コ
ミ
対
応
な
ど
定
例
会
議
論
と
並
行
し
て
会

派
議
論
を
ま
と
め
る
立
場
で
あ
り
、
責
任
重
大

で
す
。

　

さ
て
、
16
年
続
い
た
高
橋
道
政
か
ら
新
た
に

鈴
木
道
政
と
な
り
ま
し
た
。
鈴
木
知
事
の
行
政

経
験
は
北
海
道
と
は
規
模
の
異
な
る
夕
張
市
長

だ
け
で
あ
り
全
く
の
未
知
数
で
す
。
第
２
回
定

例
道
議
会
で
知
事
が
提
案
し
た
政
策
補
正
予
算

案
の
内
容
は
、
知
事
選
で
の
公
約
の
多
く
を
貼

り
付
け
た
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
道
が
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
を
踏
襲
し
た
新
鮮
味
の
な
い

施
策
ば
か
り
が
目
立
ち
ま
し
た
。
北
海
道
は
早

急
に
対
策
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
難
題

が
山
積
し
て
お
り
知
事
の
手
腕
が
問
わ
れ
ま
す

が
、
私
も
皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

議
員
の
立
場
で
し
っ
か
り
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

北
海
道
議
会
議
員
　
　　
　
　
　

笹
　
田
　
　
浩　

�

～�

会
派
幹
事
長
に
就
任�

～　

会 派 と し て 知 事 要 望

会派幹事長としてマスコミの取材を受けている様子 予 算 特 別 委 員 会
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₅
月
₇
日
﹁
10
連
休
﹂

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
誰
も

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
10
連
休
。
私
は

前
半
に
道
議
会
で
の
会
派
の
役
割
分
担
で

の
任
務
に
追
わ
れ
た
も
の
の
、
後
半
は
息

子
も
帰
省
し
て
実
家
の
後
片
づ
け
な
ど
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
も
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
八
雲
総
合
病
院
が
10
連
休
中

で
も
4
月
30
日
、
5
月
1
日
と
開
院
で
し

た
の
で
、
30
日
に
リ
ハ
ビ
リ
に
通
院
、
例
年

こ
の
時
期
に
お
邪
魔
す
る
畜
産
法
人
、
花

卉
（
母
の
日
向

け
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
中
心
）

の
生
産
農
業
法

人
、
漁
業
者
の

耳
吊
り
作
業
な

ど
は
し
っ
か
り

と
調
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

₅
月
₁₂
日
﹁
女
だ
け
の
相
撲
大
会
﹂

　

5
月
12
日
㈰
は
、
福
島
町
で
開
催
さ
れ

た
「
第
28
回
女
だ
け
の
相
撲
大
会
」
に
ご

案
内
い
た
だ
き
、
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
福
島
町
は
、
千
代
の
山
、
千
代

の
富
士
の
２
人
の
横
綱
を
生
ん
だ
町
、
町

内
に
は
た
く
さ
ん
の
相
撲
フ
ァ
ン
が
い
ま

す
。
母
の
日
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
の
大
会
に

は
今
年
も
全
国

か
ら
集
ま
っ
た

女
性
力
士
64
名

が
迫
力
あ
る
戦

い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
優
勝

は
地
元
出
身
の

「
ま
こ
デ
ラ
ッ

ク
ス
山
」
が
3

連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

₅
月
₁₉
日

　
　﹁
あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

�

鹿
部
春
の
え
び
つ
ぶ
祭
り
﹂

　

5
月
19
日
㈰
は
午
前
中
に
熊
石
地
域
で

開
催
さ
れ
た
熊
石
あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
逢
坂
誠
二
代
議
士
と
参
加
し

開
会
式
で
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
午
後
に
は
鹿
部
町
の
え
び
つ
ぶ
祭
り

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
地
域
イ
ベ
ン

ト
を
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
熊

石
地
域
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
あ
わ
び
の

里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
絶
好
の
天
候
の

せ
い
も
あ
り
例
年
よ
り
も
多
数
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
、
主
催
者
発
表
で
は
3
万
人

と
の
こ
と
で
し
た
。
会
場
の
青
少
年
旅
行

村
で
は
あ
わ
び
や
バ
カ
貝
が
格
安
で
販
売

さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
焼
き
台

の
炭
火
で
味
わ
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
も
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
や
ス
ー
パ
ー
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
、
あ
わ
び
ビ
ン
ゴ
な
ど
歌
謡

シ
ョ
ー
、
も
ち
ま
き
、
抽
選
会
だ
け
で
は

な
く
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
入
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

鹿
部
町
で
開
催
さ
れ
た
春
の
え
び
つ
ぶ

祭
り
は
鹿
部
公
園
で
開
催
さ
れ
、
鹿
部
町

内
は
も
と
よ
り
函
館
な
ど
近
隣
か
ら
も
多

数
来
場
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
旬
、
甘
エ
ビ

と
つ
ぶ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
私
が
午
後

1
時
頃
に
到
着

し
た
こ
ろ
に

は
、
販
売
の

ピ
ー
ク
は
済
ん

で
い
ま
し
た

が
、
揚
げ
た
て

の
甘
エ
ビ
や
ホ

タ
テ
天
ぷ
ら
カ

レ
ー
風
味
な
ど

に
長
蛇
の
列
と

な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

₅
月
₂₈
日
﹁
北
海
道
新
幹
線
と

�

渡
島
総
合
開
発
期
成
会
﹂

　

5
月
28
日
㈫
は
函
館
市
内
ホ
テ
ル
で
北

海
道
新
幹
線
建
設
促
進
道
南
期
成
会
総

会
、
渡
島
総
合
開
発
期
成
会
総
会
（
共
に

池
田
達
雄
北
斗
市
長
が
会
長
）
が
そ
れ
ぞ

れ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
意

見
交
換
の
場
も
設
定
さ
れ
私
も
発
言
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
は
早
期
完

成
、
そ
の
財
源
確
保
と
地
方
負
担
へ
の
財

源
措
置
、
青
函
共
用
走
行
区
間
の
高
速
走

行
、
並
行
在
来
線
維
持
存
続
の
財
政
措
置

の
4
項
目
を
引
き
続
き
要
請
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
・
運
輸
機

構
の
依
田
淳
一
北
海
道
新
幹
線
建
設
局
長

か
ら
工
事
概
況
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
12
年
度
完

成
に
向
け
て
ト
ン
ネ
ル
工
事
発
注
状
況
が

39
工
区
中
35
工
区
で
終
了
し
、
4
工
区
に

つ
い
て
も
今
年
度
発
注
す
る
こ
と
、
平
均

5
キ
ロ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
は
お
お
む
ね

掘
削
に
7
〜
8
年
、
検
査
等
で
4
年
か
か

る
こ
と
か
ら
ぎ
り
ぎ
り
で
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
残
土
の
処
理
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に

進
捗
す
る
こ
と
に
協
力
願
う
こ
と
な
ど
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

渡
島
総
合
開
発
期
成
会
で
は
札
幌
要
望

を
7
月
4
日
、
中
央
要
望
を
8
月
6
日
に

決
定
し
、
新
規
事
業
要
望
事
項
な
ど
を
確

認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23

年
度
創
設
さ
れ
た
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
た
役

場
庁
舎
、
消
防
庁

舎
の
改
築
な
ど
、

期
限
で
あ
る
令
和

2
年
度
ま
で
に
整

備
の
完
了
す
る
め

ど
が
立
っ
て
い
な

い
状
況
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
制
度
の

恒
久
化
を
求
め
る

要
望
も
決
定
し
ま

し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

⑵

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→ http://sasada-hiroshi.com

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・
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第
２
回
定
例
道
議
会
は
６
月
20
日
か
ら

７
月
12
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

私
が
所
属
す
る
民
主
・
道
民
連
合
会
派

の
代
表
質
問
に
は
、
稲
村
久
男
（
空
知
地

域
）
議
員
が
立
ち
、
知
事
の
政
治
姿
勢
、

行
財
政
運
営
、
人
口
減
少
対
策
、
Ｉ
Ｒ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
路
線
維

持
問
題
、
国
際
交
渉
や
担
い
手
不
足
対
策
、

観
光
振
興
に
係
る
財
源
確
保
や
観
光
振
興

機
構
の
自
立
、
北
方
領
土
問
題
、
人
権
問

₆
月
₂₉
日

 

﹁
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り
﹂

　

6
月
29
日
㈯
は
長
万
部
町
最
大
イ
ベ
ン

ト
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り
」
が

町
ふ
れ
あ
い
公
園
で
始
ま
り
、
開
会
式
で

ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
交
じ
り
の
天
候
で
し
た
が
、
開

会
式
セ
レ
モ
ニ
ー
の
餅
ま
き
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
噴
火
湾
で
の
毛

ガ
ニ
漁
は
今
年
は
豊
漁
の
よ
う
だ
と
の
木

幡
町
長
さ
ん
か
ら
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
食

べ
て
、
買
っ
て

長
万
部
を
盛
り

上
げ
て
と
お
願

い
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
も
逢

坂
代
議
士
と
共

に
販
売
ブ
ー
ス

で
の
買
い
物
や

お
い
し
い
長
万

部
の
味
覚
を
堪

能
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

₇
月
₁₄
日
﹁
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
﹂

　

7
月
14
日
㈰
は
「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活

動
in
落
部
」
に
参
加
し
ご
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
落
部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
知
野
修
司
会
長
）
主
催
で
毎
年
、
子
ど

も
た
ち
と
川
遊
び
や
海
遊
び
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
様
々
な
団
体
・
企

業
の
協
力
を
得
て
海
岸
清
掃
に
取
り
組
む

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。「
き
れ

い
に
な
っ
た
ら
浜
辺
で
遊
ぼ
う
♪
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
き
れ
い
に
な
っ
た

浜
辺
で
遊
ん
で
食
べ
て
（
落
部
婦
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
提
供
の
海
鮮
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や

ホ
ッ
ケ
干
物
や
イ
カ
な
ど
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
）
と
大
盛
況
で
し
た
。
ク
ラ
ブ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
掛
村
陽
介
さ
ん
か
ら
ゴ
ミ

拾
い
の
要
領
の
説
明
を
受
け
、
知
野
会
長

さ
ん
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
か
ら
も
世

界
的
に
ご
み
は
大

き
な
問
題
、
浜
を

き
れ
い
に
す
る
こ

と
は
漁
業
の
付
加

価
値
向
上
に
も
つ

な
が
る
こ
と
な
ど

お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

⑶

題
、
教
育
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま

し
た
。

　

私
は
予
算
特
別
委
員
会
本
委
員
会
の
副

委
員
長
、
第
１
分
科
会
委
員
と
し
て
水
道

広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
人
口
減

少
対
策
と
人
口
減
少
下
の
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
道
内
空
港
の
一
括
民
間
委
託

に
つ
い
て
、
北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　

知
事
が
提
案
し
た
政
策
補
正
予
算
案

は
、
一
般
会
計
に
２
５
１
３
億
円
を
追
加

し
、
当
初
予
算
と
合
わ
せ
た
総
額
は
２
兆

８
６
０
９
億
円
（
前
年
度
当
初
比
４
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
道
財
政
の
改
善
は
進
ま

ず
、
実
質
公
債
費
比
率
は
全
国
最
悪
の
水

準
で
、
２
０
２
６
年
度
に
は
早
期
健
全
化

団
体
に
指
定
さ
れ
る
早
期
健
全
化
基
準
の

25
％
に
迫
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
歳

入
で
は
道
債
を
７
１
５
６
億
円
と
見
込
ん

で
お
り
、
道
債
依
存
度
は
25
％
と
過
去
10

年
間
で
最
も
高
い
水
準
に
達
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
４
４
０

億
円
の
歳
入
不
足
と
な
る
見
通
し
で
す
。

道
債
残
高
は
過
去
最
高
の
５
兆
８
９
０
０

億
円
に
な
る
見
通
し
で
、
財
政
再
建
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

知
事
に
対
し
、
今
後
の
道
政
運
営
、
政
治

姿
勢
を
質
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
現

計
画
・
方
針
に
沿
っ
て
」「
整
合
性
を
図
り
」

と
い
う
、
従
来
の
道
政
運
営
を
踏
襲
す
る

旨
の
答
弁
が
目
立
ち
、
道
政
執
行
方
針
に

掲
げ
た
３
つ
の
基
本
方
針
の
姿
形
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
選
挙
公
約
の
「
ほ
っ

か
い
ど
う
応
援
団
会
議
」
を
目
玉
政
策
と

し
て
打
ち
出
し
、
２
５
０
０
万
円
の
予
算

を
計
上
し
、
外
部
か
ら
資
金
を
獲
得
し
て

事
業
を
行
う
の
が
狙
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
地
域
活
性
化
や
財
政
再
建
に
ど
れ
だ

け
貢
献
す
る
の
か
な
ど
、
看
板
政
策
の
効

果
や
意
義
は
不
透
明
で
す
。
農
業
に
つ
い

て
は
、
農
家
数
の
減
少
や
担
い
手
不
足
が

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
域
農
業
の
生
産
力
の
維
持
・
強
化

を
図
る
と
い
う
程
度
の
認
識
で
、
現
場
が

抱
え
る
課
題
へ
の
危
機
感
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
国
際
交
渉
の
先
行
き
が

見
え
な
い
と
い
う
理
由
で
、
影
響
額
の
試

算
に
は
極
め
て
消
極
的
な
姿
勢
で
し
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
単
独
で
は
維
持
困
難
」
と
し
た
８
区
間

を
対
象
に
、
２
年
間
に
限
り
と
い
う
こ
と

で
２
億
円
の
財
政
支
援
を
計
上
し
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
現
在
の
経
営
状
況
を
招
い

た
、
国
鉄
民
営
化
を
行
っ
た
国
の
責
任
は

曖
昧
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
振

興
に
係
る
新
た
な
財
源
確
保
（
法
定
外
目

的
税
）
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
は
示
し
た
も
の
の
、
判
断
材

料
の
収
集
に
向
け
て
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
あ

り
ま
せ
ん
。
知
事
の
答
弁
は
総
じ
て
、
難

局
を
打
開
す
る
意
欲
に
欠
け
、
北
海
道
の

未
来
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
方
向
性
が
示

さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
始
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
議
論
経
過
な
ど
か
ら
会
派
は
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
反
対

し
ま
し
た
。
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

２
５
１
３
億
円
、
特
別
会
計
９
億
３
５
０
０

万
円
。
令
和
元
年
度
の
道
予
算
は
、
一
般

会
計
２
兆
８
６
０
９
億
円
、
特
別
会
計

１
兆
１
３
９
３
億
円
の
合
計
４
兆
円
と
な

り
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
道
議
会
報
告
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期
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⑷

これまでの主な活動記録

■主催　ささだ浩連合後援会

北海道議会議員



































連絡先／二海郡八雲町本町84番地　TEL（0137）62－3600

18：00　開場令和元年8月24日（土）　

2,000

ビールパーティービールパーティー

5 月 9 日 各派世話人協議会（札幌）
5月11日 函館護国神社例大祭（函館）
5月12日 北海道「女だけの相撲大会」（福島）
5月15日 各派代表者会議（札幌）
5月16日～22日　臨時議会
5月18日 立憲民主党道連常任幹事会・勝部選対会議
 （札幌）
5月19日 熊石あわびの里フェスティバル（八雲町）
5月19日 立憲民主党第8区総支部・函館支部常任幹事会
5月24日 会派知事要望（札幌）
5月25日 八雲町植樹祭
5月27日 八雲町自衛隊協力会定期総会
5月28日 北海道新幹線建設促進道南地方期成会（函館）
5月28日 渡島総合開発期成会総会（函館）
5月30日 スプライズファーム竣工式完成祝賀会（八雲）
5月31日 地域調査（長万部・八雲）
6月 1日 地域調査（森・鹿部）
6月 1日 立憲民主党第 8区常任幹事会（函館）
6月 2日 ゆうゆう会パークゴルフ大会（八雲）
6月 2日 地域調査（七飯）
6月 4日 農政委員会
6月 4日 自治労フォーラム議員団会議（札幌）
6月 5日 少子高齢化対策特別委員会
6月 5日 民主議員ネット・北海道役員会（札幌）
6月12日 参議院選第 8区八雲地区選対発足会
6月13日 幹事長会議（札幌）
6月15日 全道自治体職員野球選手権渡島地区予選大会

 （八雲）
6月15日 落部婦人ボランティア　地域のお年寄りと楽

しむ集い
6月16日 北海道旅客鉄道労組函館地本定期大会

6月16日 立憲民主党北海道第 8区定期大会（函館）
6月19日 農政委員会
6月19日 第 2 回定例会対策連合会議（札幌）
6月19日 少子高齢社会対策特別委員会
6月20日 第 2 回定例会（ 7月12日まで）
6月20日 地方自治研究所定期総会・記念講演（札幌）
6月21日 北海道農業会議政策予算要望（札幌）
6月21日 私鉄議員懇総会・学習会・懇親会（札幌）
6月23日 落部地区忠魂祭典
6月23日 ライオンズクラブ会長就任パーティー（八雲）
6月29日 おしゃまんべ毛ガニまつり（長万部）
6月30日 八雲町消防総合訓練大会
7月 1日 道議会林活議連定期総会（札幌）
7月 2日 日伯交流懇親会（札幌）
7月 4日 北海道消防職員協議会学習会（札幌）
7月 6日 渡島地方総合訓練大会（長万部）
7月 6日 八雲山車行列
7月10日 予算特別委員会知事総括質疑
7月11日 会派ＩＲ学習会（札幌）
7月11日 終日委員会
7月11日 会派政策意見交換会（札幌）
7月12日 道議会縄文議連総会（札幌）
7月12日 第 2 回定例会閉会
7月14日 ビーチクリーン活動（落部）
7月23日～24日　地方財政確立のための要請活動（渡島・

檜山管内各町役場）
7月25日 ささだ後援会役員会（八雲）
7月26日 獅子原松雄様叙勲祝賀会（八雲）
7月27日 カムイノミ・イチャルパ（八雲）
7月27日 八雲高校同窓会親睦ビールパーティー
7月29日～31日　中央要請（東京）


